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行
仙
宿
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整
備
と
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駈
ト
レ
ラ
ン
支
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実
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日
： 

２
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年
５
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１
５
日
（
土
）
１
６
日
（
日
） 

雨 

 

◇
参
加
者
：
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
名 

  

吉
野
か
ら
本
宮
ま
で
を
、
前
鬼
に
一
泊
し
て
二
日
間
で
駆
け
抜
け
る”T

h
e
 

ト
レ
イ
ル
ラ
ン 

大
峯
奥
駈”

が
今
年
も
開
催
さ
れ
た
。
去
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
日
程
を
遅
ら
せ
て
の
開
催
だ
っ
た
の
で
、
行
仙
宿
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
し
な
か

っ
た
。 

 

天
気
予
報
で
確
実
に
雨
に
な
る
こ
と
が
判
っ
て
い
た
が
、
新
し
い
電
子
レ
ン

ジ
の
荷
揚
げ
も
あ
り
、
１
５
日
に
行
仙
宿
に
登
っ
た
。 

 
 

 
 

 

シ
ー
ト
に
溜
ま
っ
た
雨
水 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 

電
子
レ
ン
ジ
を
管
理
棟
に 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
ん
で
登
り
始
め
る
。
終
点
の
手
前
、
以
前
搬
器
に

接
触
し
て
切
除
し
た
直
径
５
０
㎝
ほ
ど
の
倒
木
が
再
び
下
が
っ
て
き
て
、
モ
ノ

レ
ー
ル
の
変
速
レ
バ
ー
迄
あ
と
１
㎝
に
近
づ
い
て
い
た
。
荷
台
ま
で
の
間
隔
は

１
０
㎝
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
手
前
で
一
時
停
止
し
て
、
接
触
し
な
い
か
確
認

し
て
動
き
出
す
。 

 
 

 
 

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
背
負
子
に 

 

レ
バ
ー
迄
１
㎝ 

 
 

 
 

 
 
 

切
除 

電
子
レ
ン
ジ
は
約
１
０
㎏
な
の
で
、
最
初
に
電
子
レ
ン
ジ
だ
け
を
荷
揚
げ
し
た
。 

電
子
レ
ン
ジ
を
管
理
棟
に
降
ろ
し
て
、
倉
庫
か
ら
大
き
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
出

し
て
背
負
子
に
括
っ
て
降
り
る
。 

 

倒
木
現
場
の
少
し
上
で
停
車
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ
て
下
る
。
付
近
は

柔
ら
か
く
、
雨
で
濡
れ
て
い
る
の
で
よ
く
滑
る
。
大
き
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
重

い
の
で
、
足
場
を
確
認
し
て
慎
重
に
切
除
。
約
２
０
㎝
ほ
ど
を
切
り
落
と
し
て

搬
器
に
接
触
し
な
い
間
隔
を
確
保
し
た
。
地
面
が
柔
ら
か
い
の
で
、
雨
で
倒
木

が
重
く
な
る
と
再
度
ず
り
落
ち
て
、
搬
器
に
接
触
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、

早
急
に
切
除
す
る
必
要
が
あ
る
。 



 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
食
料
な
ど
を
背
負
子
に
つ
け
て
登
り
だ
す
が
、
電
子
レ
ン

ジ
よ
り
重
い
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
行
仙
宿
に
到
着
し
た
。 

 

小
屋
で
休
憩
し
て
い
る
と
、
沖
崎
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
残
量
確
認
や
炊
飯
器
の
状
態
確
認
を
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

管
理
棟
に
あ
っ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
コ
ン
ロ
を
取
り
付
け
て
点
火
し
て
み
た
。 

勢
い
良
く
燃
え
て
い
る
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
よ
り
も
火
力
は
強
そ
う
だ
。
ボ
ン

ベ
は
か
な
り
重
く
、
ガ
ス
の
残
量
も
十
分
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。 

 
 

 
 

 

再
び
行
仙
宿 

 
 
 
 

電
子
レ
ン
ジ
を
使
う 

 
 

ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
テ
ス
ト 

 

電
子
レ
ン
ジ
を
箱
か
ら
出
し
、
取
扱
説
明
書
を
読
む
。
こ
の
電
子
レ
ン
ジ
は

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
な
の
で
、
使
用
前
に
２
０
分
間
の
カ
ラ
過
熱
が
必
要
と
の
こ

と
で
、
発
電
機
を
動
か
し
て
２
０
分
の
過
熱
を
行
う
。
オ
ー
ブ
ン
機
能
が
付
い

て
い
る
の
で
、
グ
ラ
タ
ン
や
ト
ー
ス
ト
も
焼
く
こ
と
が
出
来
る
。 

雨
は
降
り
続
い
て
い
る
が
、
管
理
棟
と
小
屋
の
移
動
に
傘
は
必
要
な
く
、
時
折

雨
音
が
強
く
な
る
程
度
だ
っ
た
。
午
後
９
時
半
に
管
理
棟
で
就
寝
。 

 

翌
１
６
日
、
午
前
６
時
過
ぎ
に
起
き
出
し
て
サ
ト
ウ
の
ご
は
ん
を
チ
ン
す
る
。 

や
は
り
温
か
い
ご
飯
は
最
高
だ
。
７
時
過
ぎ
に
小
屋
に
移
り
ス
ト
ー
ブ
に
火
を

入
れ
る
。 

 
 

 
 

 

ト
レ
ラ
ン
２
名
到
着 

 
 
 

 
 

下
山 

 
 

 
 
 

 
 

 

倒
木
の
状
態 

 

ト
レ
ラ
ン
は
前
鬼
を
午
前
４
時
に
出
る
の
で
、
早
け
れ
ば
１
０
時
頃
に
行
仙

宿
に
着
く
。
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
到
着
を
待
つ
。
時
間
は
十
分
あ
る
の
で
、
掃

除
機
を
出
し
て
室
内
を
掃
除
す
る
。
１
１
時
前
に
な
り
、
お
腹
が
空
い
て
き
た

の
で
、
管
理
棟
で
サ
ト
ウ
の
ご
は
ん
を
チ
ン
し
て
小
屋
に
戻
っ
た
。 

 

小
屋
に
は
ト
レ
ラ
ン
の
２
名
が
到
着
し
て
い
た
。
男
性
は
何
度
も
お
会
い
し

た
方
で
、
も
う
一
名
は
女
性
だ
っ
た
。
女
性
の
参
加
は
珍
し
く
、
過
去
に
一
名

お
ら
れ
た
が
こ
の
女
性
が
二
人
目
だ
そ
う
だ
。 

雨
で
ぬ
か
る
ん
だ
道
に
足
を
取
ら
れ
、
殆
ど
走
れ
な
い
、
午
後
３
時
ま
で
に
玉

置
山
に
着
き
た
い
が
、
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
と
話
さ
れ
た
。
２
名
は
軽
い
食

事
の
後
、
南
下
を
始
め
た
。 

 

後
続
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
名
は
前
鬼
で
リ
タ
イ
ヤ
、
二
名
は
３
０

分
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
回
の
参
加
者
は
５
名
だ
っ
た
。 



管
理
棟
や
倉
庫
の
カ
ギ
を
か
け
て
、
後
続
を
待
つ
。
１
２
時
を
過
ぎ
て
も
到
着

の
気
配
な
し
、
急
い
で
い
る
の
で
通
り
過
ぎ
た
の
か
と
思
い
、
午
後
１
時
に
下

山
し
た
。 

後
日
、
後
続
の
２
名
は
行
仙
岳
か
ら
Ｒ
４
２
５
に
下
山
、
先
頭
の
２
名
も
山
在

峠
で
リ
タ
イ
ヤ
し
た
こ
と
が
判
っ
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

１
５
日
：
登
山
口13

：45
→14
：25

行
仙
宿
→14

：57

倒
木
切
除
→16

：

08

行
仙
宿 

１
６
日
：06

：20

起
床
→11

：08

ト
レ
ラ
ン
到
着
→13

：00

下

山
→13

：25

登
山
口 

 


